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大川原復興拠点   〜国道 6 号線
アクセス道 路調査はじまる

平
成
27
年
第
２
回
定
例
会
を
６
月
10
日
か
ら
12
日
ま
で
の
３
日
間
の
日
程
で
開
催
し
ま
し
た
。

定
例
会
で
は
、一
般
会
計
補
正
予
算
、条
例
改
正
な
ど
９
議
案
が
審
議
さ
れ
、い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

一般会計補正予算では、町道東67号線健全性調査委託、町民が絵付けした「おおちゃん小法師」を
支援を頂いた方に送る事業、秋に実施される県議会・大熊町長・町議会選挙の投票率を高める対策など
の予算が計上されました。その中から主な事業を報告します。

大
川
原
復
興
拠
点
か
ら
国
道
６
号
線
ま
で
の
４
・
４
㎞

の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
健
全
性
を
設
計
調
査
し
ま
す
。

今
年
度
は
、
居
住
制
限
区
域
内
１
㎞
の
設
計
調
査
を
実

施
し
ま
す
。

町
道
東
67
号
線
健
全
性
調
査

�

２
０
９
０
万
円

お
お
ち
ゃ
ん
小
法
師

�

４
７
８
万
円

テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
導
入

�

２
５
９
万
円

震
災
以
降
、
義
援
金
な
ど
支
援
を
い
た
だ
い
た
全
国
の

支
援
者
に
対
し
て
、
町
民
手
づ
く
り
の
小
法
師
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
す
る
取
り
組
み
で
す
。

会
津
若
松
出
張
所
・
い
わ
き
出
張
所
・
二
本
松
事
務
所

の
横
の
連
携
を
密
に
す
る
た
め
導
入
し
ま
す
。

補
正
主
な
事
業

大川原ライスセンターから 1㎞の調査

特産の鮭と梨を抱いて

町道東67号線
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全
国
の
支
援
者
に
送

付
す
る
事
業
は
一
般
財
源

で
良
い
の
か
。

　
　

一
般
財
源
で
計
上
し

た
が
、
ふ
る
さ
と
創
生
事

業
で
対
応
で
き
な
い
か
検

討
し
て
い
る
。

　
　

軽
微
な
修
繕
費
用
は

県
に
請
求
で
き
る
の
か
。

　
　

軽
微
な
修
繕
は
町
で

実
施
す
る
た
め
県
に
は
請

求
し
な
い
。
引
っ
越
し
の

際
の
室
内
リ
フ
ォ
ー
ム
も

町
で
実
施
す
る
方
向
で
考

え
て
い
る
。

問答問答

に
南
相
馬
市
、
福
島
市
、

白
河
市
で
実
施
を
予
定
し

て
い
る
。

　
　

中
通
り
の
投
票
所
は

郡
山
市
に
設
置
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

　
　

場
所
の
設
定
が
難
し

い
が
、
支
援
セ
ン
タ
ー
の

設
置
も
考
え
て
い
る
の
で

総
合
的
に
検
討
す
る
。

問答

大川原復興拠点   〜国道 6 号線
アクセス道 路調査はじまる

一般会計補正予算の事業内容について、無駄な事業はないか、効率的に運用しているか、目的に即し
た事業内容になっているか精査しました。質疑の主な内容について報告します。

補
　
正
　
質
　
疑

誘い合って投票所へ

町道東
67号線

早
急
に
整
備
を
（
ア
ク
セ
ス
道
路
）

中
通
り
に
投
票
所
設
置

　
　

調
査
費
が
従
来
と
比

較
し
て
高
い
の
で
は
な
い

か
。

　
　

放
射
線
下
の
作
業
で

あ
り
、
通
常
の
測
量
設
計

よ
り
経
費
が
か
か
る
。

　
　

国
道
６
号
ま
で
の
残

り
３
・
４
㎞
に
つ
い
て
は

大
川
原
地
区
と
国
道
と
の

ア
ク
セ
ス
に
な
り
、
早
急

に
整
備
を
求
め
る
。

　
　

地
権
者
の
理
解
を
得

る
必
要
が
あ
り
難
し
い
が

整
備
し
て
い
く
。

　
　

設
備
の
設
置
に
よ
り

長
期
間
就
農
が
出
来
な
い

こ
と
を
地
権
者
に
十
分
説

明
し
て
い
る
の
か
。

　
　

20
年
契
約
で
地
権
者

の
方
々
に
は
理
解
を
得
て

い
る
。

問答問答問答

　
　

投
票
率
を
高
め
る
具

体
的
な
対
策
は
ど
う
す
る

の
か
。

　
　

投
票
所
を
二
本
松
事

務
所
に
設
置
す
る
。

ま
た
、
バ
ス
の
運
行
は

期
日
前
投
票
に
限
っ
て
行

っ
て
き
た
が
投
票
日
に
も

実
施
す
る
。

期
日
前
投
票
を
土
・
日

問答

道
路
設
計
調
査

選
挙
対
策

仮
設
住
宅
修
繕

太
陽
光
発
電

お
お
ち
ゃ
ん
小
法
師
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一  

般  

質  

問

６
人
が
一
般
質
問

復
興
へ
の
課
題
を
と
ら
え
て

町
政
を
問
う

ズバリ
みんなで食べるアイスは最高（大熊幼稚園）

１．鈴　木　光　一 議員 ５
町長の政治姿勢を問う

２．松　永　秀　篤 議員 ６
ふ化・放流事業の再開を

３．仲　野　　　剛 議員 ７
町内での学校再開をどう考える

４．伊　藤　昌　夫 議員 ８
基金をどう活用していくのか

５．廣　嶋　公　治 議員 ９
職員をいわき出張所に配置すべき

６．堀　川　亘　夫 議員 10
ストレス障害 
どのように対処しているのか
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わ
が
町
は
原
子
力

発
電
所
事
故
に
よ
る
全
町

民
避
難
指
示
か
ら
５
年
目

を
迎
え
た
。

町
の
復
興
、
町
民
帰
還

等
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現
さ

せ
る
卓
越
し
た
行
政
手
腕

指
導
力
、
行
動
力
が
今
、

強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

町
長
は
そ
の
リ
ー
ダ
ー
の

資
格
条
件
に
ふ
さ
わ
し
い

方
で
あ
る
と
思
う
。

ま
た
、
ご
自
身
が
ま
と

め
ら
れ
た
「
大
熊
町
第
二

次
復
興
計
画
」
を
実
行
に

移
し
て
行
く
責
任
が
あ
る

と
考
え
る
。

今
後
の
大
熊
町
の
ま
ち

づ
く
り
に
対
す
る
町
長
の

政
治
姿
勢
を
問
う
。

　
　
　

津
波
、
原
発
事
故

に
よ
り
全
町
民
が
避
難
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
寒
さ
と

余
震
、
大
き
な
不
安
の
中

で
暮
ら
し
た
日
々
が
昨
日

の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

故
郷
を
離
れ
、
不
慣
れ

な
環
境
で
体
調
を
崩
さ
れ

鈴
木

町
長

一  

般  

質  

問

住みたい街をつくろう

鈴
木
　
光
一 

議
員

問 町長の政治姿勢を問う

答 課題克服に全力を傾注していく

た
町
民
の
皆
様
も
安
住
の

地
を
求
め
、
言
葉
で
は
言

い
尽
く
せ
な
い
長
く
、
そ

し
て
重
い
歳さ

い

月げ
つ

で
あ
っ
た
。

そ
の
間
町
民
の
皆
様
が
お

互
い
に
支
え
合
い
、
さ
ら

に
、
温
か
く
迎
え
て
く
れ

た
会
津
若
松
市
を
始
め
と

す
る
多
く
の
自
治
体
の
ご

支
援
も
あ
り
、
今
日
が
あ

る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
。

復
興
の
歩
み
が
遅
い
と

の
多
く
の
批
判
も
あ
る
が

復
興
の
槌つ

ち

音お
と

も
響
き
、
少

し
ず
つ
前
進
し
て
き
た
。

大
川
原
の
拠
点
整
備
、

周
辺
の
植
物
工
場
や
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
建
設
計
画
、
給

食
セ
ン
タ
ー
、
民
間
企
業

事
務
所
建
設
な
ど
、
避
難

し
た
当
時
に
は
想
像
も
つ

か
な
っ
た
姿
が
展
開
し
て

お
り
、
町
土
の
復
興
が
確

実
に
進
ん
で
い
る
。

政
治
姿
勢
は
２
期
目
の

就
任
以
来
、
町
土
の
復
興

と
町
民
の
生
活
再
建
を
か

か
げ
、
現
在
も
こ
の
基
本

理
念
に
は
い
さ
さ
か
の
迷

い
も
な
い
。

こ
の
基
本
理
念
を
実
現

す
る
た
め
「
大
熊
町
第
二

次
復
興
計
画
」
を
策
定
し

そ
れ
を
基
に
職
員
が
計
画

を
進
め
や
す
い
よ
う
に
、

し
っ
か
り
と
舵
取
り
を
し

て
き
た
。
計
画
の
実
現
に

向
け
、
様
々
な
課
題
解
決

に
取
り
組
ん
で
い
く
。
そ

れ
が
私
の
責
務
と
承
知
し

て
い
る
。

今
ま
で
同
様
、
課
題
克

服
に
全
力
を
傾
注
し
て
い

く
覚
悟
で
あ
る
。

N

常
磐
道
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一  

般  

質  

問問 

ふ
化
・
放
流
事
業
の
再
開
を

答 

復
興
の
シ
ン
ボ
ル
に
な
る
よ
う
取
り
組
む

松永　秀篤 議員

　
　
　

熊
川
の
サ
ケ
の
ふ

化
・
放
流
事
業
は
歴
史
と

伝
統
を
継
承
し
つ
つ
、
つ

く
り
育
て
る
漁
業
と
し
て

観
光
資
源
に
も
な
っ
て
き

た
。

　

避
難
か
ら
四
年
が
経
過

し
、
来
年
か
ら
は
サ
ケ
の

遡
上
が
見
ら
れ
な
く
な

る
。事

業
を
再
開
し
サ
ケ
の

遡
上
が
再
現
さ
れ
れ
ば
、

帰
町
を
願
う
町
民
に
夢
と

希
望
を
与
え
ら
れ
る
。

　

今
年
の
秋
か
ら
の
事
業

再
開
を
望
む
が
、
町
長
の

見
解
を
問
う
。

　
　
　

事
業
継
続
・
技
術

継
承
の
た
め
、
県
・
町
・

漁
協
と
協
議
検
討
し
て
ふ

化
技
術
習
得
、
担
い
手
育

成
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　

大
川
原
地
区
に
採
卵
受

精
の
た
め
の
蓄
養
池
・
ふ

化
場
の
設
置
は
復
興
計
画

と
関
連
も
あ
る
の
で
出
来

る
だ
け
早
い
期
間
に
準
備

し
た
い
。

　

サ
ケ
の
遡
上
が
町
民
に

元
気
を
与
え
、
復
興
の
シ

ン
ボ
ル
に
な
る
様
な
形
で

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

松
永

町
長

　
　
　

漁
協
の
組
合
員
の

高
齢
化
に
よ
る
事
業
継
続

の
困
難
か
ら
、
電
気
を
使

わ
ず
に
水
力
だ
け
で
捕
獲

で
き
る
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
水

車
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　

サ
ケ
の
捕
獲
を
観
光
の

目
玉
と
し
て
、
熊
川
地
区

一
帯
を
復
興
祈
念
公
園
と

し
て
整
備
し
、
子
孫
が
故

郷
を
訪
れ
る
た
め
の
環
境

整
備
を
提
起
す
る
。

　

そ
の
た
め
に
町
で
用
地

を
確
保
す
る
た
め
の
、
環

境
づ
く
り
条
例
を
制
定
し

将
来
に
備
え
る
べ
き
。

松
永
町
立
復
興
祈
念
公
園

熊川のサケ

　
　
　

熊
川
地
区
は
帰
還

困
難
区
域
の
た
め
、
復
興

に
向
け
た
環
境
整
備
が
現

時
点
で
は
困
難
で
あ
り
、

可
能
と
な
っ
た
際
に
は
復

興
計
画
の
理
念
を
踏
ま
え

て
ふ
化
場
を
中
心
と
し
た

自
然
公
園
の
整
備
等
検
討

す
る
。

　

ま
た
、
不
適
正
な
業
者

に
よ
る
乱
開
発
を
抑
制
す

る
た
め
、
町
に
よ
る
用
地

確
保
や
環
境
づ
く
り
の
条

例
制
定
な
ど
の
措
置
を
検

討
し
て
ゆ
く
。

町
長

熊川の匂いを忘れない鮭を捕獲するインディアン水車（北海道豊浦町ホームページより引用）
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一  

般  

質  

問
仲
野
　
　
剛 

議
員

学校が再開できる環境づくり（会津若松市に設置の幼稚園、小・中学校生）

　
　
　

今
年
３
月
、
大
熊

町
第
二
次
復
興
計
画
が
策

定
さ
れ
た
。
そ
の
中
に

は
、『
避
難
先
で
の
安
定

し
た
生
活
と
帰
町
を
選
択

で
き
る
環
境
を
目
指
し
て
』

と
題
し
、
生
活
再
建
支
援

町
土
復
興
の
２
つ
を
柱
に

概
ね
10
年
間
の
計
画
が
示

さ
れ
て
い
る
。

　

内
容
に
つ
い
て
は
、様
々

な
方
が
、
色
々
な
角
度
か

ら
検
討
し
た
も
の
で
あ
り

確
実
に
実
行
さ
れ
て
い
く

こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
考

え
る
。

唯
一
鮮
明
に
さ
れ
て
い

な
い
の
が
教
育
、
町
立
の

学
校
を
ど
う
し
て
い
く
か

で
あ
る
。

帰
町
す
る
人
数
、
世
代

そ
し
て
放
射
線
量
な
ど
、

様
々
な
観
点
か
ら
見
通
し

が
立
て
に
く
く
、
計
画
し

に
く
い
の
も
現
実
で
あ
る
。

し
か
し
、
帰
町
や
移
住

を
考
え
る
際
に
は
大
き
な

選
択
肢
の
ひ
と
つ
に
な
る

と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
第
二
次
復
興
計

画
の
中
に
あ
る
重
点
施
策

に
は
、
次
世
代
育
成
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
、
教
育
環

境
の
整
備
を
す
る
と
な
っ

て
い
る
。

子
ど
も
が
い
な
い
、
学

校
が
な
い
自
治
体
で
は
未

来
は
な
い
。

イ
ン
フ
ラ
が
整
い
、
行

政
が
機
能
し
、
住
民
が
生

活
を
す
る
と
な
れ
ば
、
当

然
学
校
再
開
も
考
慮
す
べ

き
と
思
わ
れ
る
。

町
内
で
の
学
校
再
開
を

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
、

そ
れ
は
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ

な
の
か
、
基
本
的
な
考
え

を
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　

町
内
で
の
学
校
再

開
だ
が
、
地
方
教
育
行
政

の
組
織
及
び
運
営
に
関
す

る
法
律
が
改
正
さ
れ
、
４

月
か
ら
各
自
治
体
に
総
合

教
育
会
議
の
設
置
が
義
務

付
け
ら
れ
た
。

こ
の
会
議
は
、
町
長
と

教
育
委
員
５
名
で
構
成
さ

れ
、
総
合
的
な
施
策
、
大

綱
の
策
定
な
ど
を
協
議
す

る
。大

熊
町
で
も
平
成
27
年

４
月
27
日
に
「
大
熊
町
教

育
大
綱
」
を
定
め
た
。

こ
の
中
で
、
今
後
の
学

校
に
つ
い
て
は
、
大
熊
町

に
戻
っ
て
再
出
発
が
最
終

目
標
だ
が
、
避
難
先
に
お

い
て
は
、
行
政
機
能
、
役

場
本
体
の
設
置
地
域
と
原

則
同
一
と
す
る
と
し
た
。

し
か
し
、
児
童
生
徒
数

や
復
興
の
推
移
を
視
野
に

議
会
や
関
係
者
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
協
議
す
る
と

な
っ
て
い
る
。

よ
っ
て
、
役
場
本
体
が

大
熊
町
に
戻
っ
た
時
に
は

原
則
学
校
も
再
開
す
る
こ

と
に
し
た
い
。

た
だ
し
、
帰
町
す
る
子

ど
も
の
人
数
、
放
射
線
量

な
ど
の
課
題
も
あ
り
、
保

護
者
の
意
向
調
査
は
も
ち

ろ
ん
、
議
会
や
関
係
者
の

意
見
を
伺
い
、
総
合
教
育

会
議
で
協
議
し
て
い
く
。

仲
野

町
長

問 町内での学校再開をどう考える

答 総合教育会議で協議していく

町
立
学
校
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伊藤　昌夫 議員

　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
・
芸
術
等
の
分
野
で
将

来
性
の
あ
る
人
材
を
発
掘

し
育
て
て
い
く
こ
と
は
、

町
の
復
興
を
考
え
る
上
で

欠
か
す
こ
と
の
出
来
な
い

大
事
な
視
点
で
あ
り
、
最

大
の
支
援
を
し
て
い
く
べ

き
と
考
え
る
。

　

町
に
は
「
人
材
育
成
基

金
」「
文
化
振
興
基
金
」「
ス

ポ
ー
ツ
振
興
基
金
」
が
あ

る
。

　

そ
の
基
金
を
活
用
す
れ

ば
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
で
ト

ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
を
目
指

し
て
努
力
し
て
い
る
人
。

音
楽
部
門
等
で
活
躍
し
て

い
る
人
。
そ
の
他
、
未
来

性
あ
ふ
れ
る
若
い
人
に
対

し
て
、
大
き
な
支
援
が
出

来
る
と
考
え
る
。

　

そ
れ
に
よ
り
基
金
も
生

か
さ
れ
、
人
も
生
か
さ
れ

強
い
て
は
町
民
の
活
力
源

に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い

る
。

　

そ
こ
で
、
震
災
前
は
ど

の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て
い

た
の
か
。

　

復
興
に
と
っ
て
最
も
大

事
な
震
災
後
は
ど
の
よ
う

に
活
用
し
て
い
く
の
か
。

町
長
の
見
解
を
問
う
。

　
　
　

基
金
の
活
用
に
つ

い
て
は
、「
人
材
育
成
基

金
」
は
そ
の
利
子
を
海
外

派
遣
事
業
に
、「
文
化
振

興
基
金
」
は
そ
の
利
子
を

自
主
事
業
に
充
当
し
て
い

た
。

　
「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
」

は
そ
の
利
子
を
一
般
会
計

に
計
上
し
て
お
り
、
現
在

も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。

　

三
つ
の
基
金
に
つ
い
て

は
、
い
ず
れ
も
約
１
億
円

積
み
立
て
て
お
り
今
後
も

有
効
活
用
し
て
い
く
。

　

青
少
年
に
支
援
で
き
る

基
金
に
つ
い
て
は
、
平
成

伊
藤

町
長

27
年
度
一
般
会
計
の
ス
ポ

ー
ツ
振
興
事
業
に
、
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
県
大
会
等
並

び
に
全
国
大
会
補
助
金
が

計
上
さ
れ
て
お
り
本
年
度

は
こ
れ
で
該
当
者
に
補
助

金
と
し
て
支
援
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
ふ
た
ば
未
来
学

園
校
に
大
熊
町
か
ら
十
七

人
が
入
学
し
た
。
夢
を
育

む
意
味
で
も
、
町
の
大
事

な
宝
で
あ
る
生
徒
達
の
可

能
性
を
後
押
し
出
来
る
よ

う
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で

い
く
。

　

平
成
28
年
度
以
降
に
関

し
て
は
、
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
・
芸
術
な
ど
の
分
野
で

人
材
育
成
の
視
点
か
ら
全

国
ま
た
は
国
際
的
に
活
躍

す
る
方
に
、
更
な
る
支
援

が
出
来
る
制
度
を
設
け
て

い
き
た
い
。

一  

般  

質  

問問 

基
金
を
ど
う
活
用
し
て
い
く
の
か

答 

更
な
る
支
援
に
向
け
制
度
を
設
け
る

人材育成

日本を代表し、東アジア大会（U-12）に出場する
大野小学校６年　原田春樹君
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第
二
次
復
興
計
画

の
重
点
施
策
に
、
大
川
原

を
起
点
と
し
た
町
土
復
興

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
の
中
に

①
廃
炉
・
ロ
ボ
ッ
ト
関
連

の
最
先
端
技
術
の
集
積

②
町
民
の
生
き
が
い
や
復

興
へ
の
機
運
を
育
む
交
流

施
設
の
整
備

③
多
様
な
除
染
技
術
の
試

験
・
導
入
と
先
端
農
水
畜

産
業
の
推
進

④
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
、
が
施
策
と
し
て

計
画
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
計
画
を
実
行
す
る

た
め
に
、
業
務
の
効
率
化

及
び
職
員
間
の
迅
速
な
意

思
疎
通
を
図
る
た
め
、
各

課
横
断
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
て

い
る
。

　

今
後
復
興
に
向
け
た
施

策
が
本
格
化
す
る
の
を
前

に
、
現
地
へ
の
立
ち
入
り

調
査
等
の
移
動
を
考
慮
し

い
わ
き
出
張
所
へ
復
興
に

廣
嶋

廣
嶋
　
公
治 

議
員

問 職員をいわき出張所へ配置すべき

答 段階的に適正な配置を行う

一  

般  

質  

問

係
わ
る
職
員
の
配
置
を
早

期
に
検
討
し
、
実
施
す
べ

き
で
な
い
か
。

　
　
　

復
興
計
画
で
は
当

面
の
行
政
拠
点
を
会
津
若

松
市
と
い
わ
き
市
に
置
き

町
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、

い
わ
き
出
張
所
の
機
能
を

段
階
的
に
拡
充
し
て
い
く
。

　

復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
で
検
討
し
て
い
る
計

町
長

画
で
実
行
に
移
す
時
期
に

来
て
い
る
事
業
は
復
興
事

業
課
で
対
応
す
る
こ
と
が

多
く
、
昨
年
度
か
ら
復
興

庁
や
民
間
会
社
か
ら
の
応

援
職
員
を
増
員
し
業
務
を

行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
大
川
原
地
区
の

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
や
植
物
工

場
を
建
設
す
る
計
画
で
は

産
業
建
設
課
を
中
心
に
協

議
し
て
お
り
、
本
格
的
な

事
業
実
施
時
に
は
、
直
接

的
に
係
わ
る
部
署
を
い
わ

き
出
張
所
へ
移
す
こ
と
を

検
討
し
て
い
く
。…

　

職
員
の
配
置
に
つ
い
て

は
事
業
の
精
査
を
行
い
、

段
階
的
に
適
正
な
配
置
を

行
う
。…

復
興
業
務

町土復興のためには町に近い出張所の充実を
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一  

般  

質  

問

堀川　亘夫 議員

　
　
　

大
規
模
な
災
害
や

生
死
に
か
か
わ
る
危
機
的

な
事
件
・
事
故
に
遭
っ
た

場
合
、
人
は
強
い
恐
怖
を

感
じ
そ
れ
が
記
憶
に
残
っ

て
心
の
傷
（
ト
ラ
ウ
マ
）

を
負
う
。

　

大
半
は
周
囲
の
支
え
に

よ
り
時
間
の
経
過
と
と
も

に
回
復
す
る
が
、
一
部
は

心
身
の
変
調
を
き
た
す
心

的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害

（
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ)

を
発
症
し
、

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
な
ど

と
絡
み
心
理
的
ス
ト
レ
ス

か
ら
、
自
殺
や
病
死
な
ど

へ
繫
が
る
危
険
度
が
高
い

た
め
予
防
強
化
が
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
。

福
島
医
大
の
山
下
教
授

は
「
被
災
者
住
民
の
ケ
ア

を
す
る
自
治
体
職
員
が
疲

れ
き
っ
て
い
る
」
休
養
が

十
分
と
れ
る
環
境
づ
く
り

と
仕
事
に
前
向
き
な
姿
勢

に
な
れ
る
対
策
が
急
務
と

指
摘
す
る
。

大
熊
町
も
例
外
で
は
な

く
、
う
つ
病
率
が
高
ま
っ

て
い
る
こ
と
は
周
知
の
事

実
だ
が
町
は
現
在
ど
の
よ

う
に
対
処
し
て
い
る
の
か
。

堀
川 問 

ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
い
る
の
か

答 

予
防
や
相
談
体
制
の
確
立
に
努
め
る

ストレス障害

　
　
　

震
災
以
降
の
復
興
・

復
旧
に
従
事
す
る
職
員
の

負
担
は
大
変
大
き
い
。

　

自
治
労
が
実
施
し
た
心

身
の
健
康
調
査
に
よ
る
と

県
内
被
災
自
治
体
職
員
の

約
15
％
が
う
つ
病
な
ど
の

ス
ト
レ
ス
障
害
に
か
か
っ

て
い
る
と
い
う
。

　

町
は
「
ふ
く
し
ま
心
の

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
」
な
ど
の

協
力
の
も
と
に
職
員
の
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
と
し

て
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
事

業
を
行
っ
て
き
た
。

　

今
後
は
ス
ト
レ
ス
度
合

い
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え

町
長

　
　
　

①
職
員
の
待
遇
改
善
を
行

い
超
過
勤
務
の
縮
小
と
有

給
休
暇
の
完
全
消
化
の
徹

底
に
努
め
る
。

②
心
身
の
健
康
増
進
を
目

的
と
す
る
職
員
の
福
利
厚

生
事
業
と
相
互
の
親
睦
と

融
和
を
目
的
の
職
員
ク
ラ

ブ
が
協
賛
し
、
様
々
な
交

流
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
心

の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
・
絆
を

深
め
る
。

③
町
の
復
興
や
町
民
の
生

活
再
建
策
を
速
や
か
に
具

体
的
に
時
間
軸
で
明
示
し

身
の
振
り
方
に
道
筋
が
つ

く
よ
う
最
大
限
の
努
力
が

必
要
と
考
え
る
が
、
町
長

堀
川

職
員
の
個
別
面
接
・
指
導

を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

今
後
と
も
ス
ト
レ
ス
障

害
の
予
防
や
早
期
発
見
・

相
談
体
制
の
確
立
に
努

め
、
職
員
が
安
心
し
て
職

務
に
精
励
で
き
る
よ
う
対

処
し
て
い
く
。

ス
ト
レ
ス
障
害
対
策
と
し
て

の
考
え
を
問
う
。

　
　
　

職
員
も
被
害
者
の

一
人
で
あ
る
。
こ
の
実
情

の
最さ

中な
か

に
あ
り
な
が
ら
復

興
に
向
け
て
先
頭
に
な
っ

て
頑
張
っ
て
き
た
。

　

ま
ず
は
待
遇
改
善
と
し

て
残
業
を
少
な
く
し
た
い
。

ま
た
職
員
ク
ラ
ブ
と
タ

イ
ア
ッ
プ
し
催
し
を
積
極

的
に
行
い
職
員
の
心
身
の

安
定
を
図
る
た
め
に
も
特

効
薬
は
無
い
が
良
い
と
い

わ
れ
る
あ
ら
ゆ
る
施
策
を

講
じ
職
員
を
温
か
く
見
守

り
な
が
ら
し
っ
か
り
取
り

組
ん
で
い
く
。

町
長

チームワーク・絆はストレスを和らげる（役場職員チーム）
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【 】

派 

遣 

報 

告 支援に感謝と御礼
今後も友好を

バサースト市制200年 姉妹都市25周年
バ
サ
ー
ス
ト
市
制
２
０
０
年
・
姉
妹
都
市
25
周
年
記
念
事
業
に
議

長
を
は
じ
め
７
人
の
議
員
が
議
会
か
ら
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
南
半
球
に
位
置
し
て
い
る
た
め
、
季
節
は
日

本
と
反
対
に
な
り
、
初
秋
で
肌
寒
く
感
じ
ま
し
た
。

記
念
事
業
な
ど
公
式
行
事
の
合
間
に
、
車
窓
か
ら
17
世
紀
に
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
移
民
に
よ
り
開
発
さ
れ
た
伝
統
的
な
建
物
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

広
大
な
大
地
に
は
沢
山
の
牛
、
羊
が
悠
然
と
草
を
食は

み
、
自
然
の

中
で
自
由
に
遊
ぶ
カ
ン
ガ
ル
ー
の
姿
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
の
当
初
よ
り
現
在
ま
で
、
多
大
な
支
援
に
対
す
る

感
謝
の
意
を
表
し
、
改
め
て
姉
妹
都
市
交
流
の
大
切
さ
を
痛
感
し
ま

し
た
。

姉
妹
都
市
締
結
に
よ
り
、
バ
サ
ー
ス
ト
市
の
生
徒
達
も
日
本
の
言

葉
、
文
化
や
習
慣
を
学
ぶ
機
会
が
増
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

5日 結団式後に一路オーストラリアへ

6日 入国後バサースト市へ移動、姉妹都市25
周年記念行事に参加（有志により会津磐
梯山踊り、夫沢神楽披露）

７日 バサースト市制200年行事に参加

８日 おおくまガーデンにて記念式典・記念植
樹・記念撮影・シドニーへ移動

９日 シドニー市内で文化遺産や歴史的建造物
を視察

10日 オーストラリアから一路日本へ
成田からの移動バスで解団式

派遣議員 千葉幸生
渡邉信行　武内　弘　松永秀篤
伊藤昌夫　阿部光國　廣嶋公治

５月５日〜10日の交流内容

千葉県からの留学生も交え、ハイチーズウァ〜〜〜!!（夫沢神楽）
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光
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岡
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千
葉
　
幸
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広
報
公
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常
任
委
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会

もっとお話し聞かせてください
大熊町コミュニティ支援いわきチーム

町民のアイデアから、餅つきやホッキ飯を
楽しむ機会が生まれました

12月の「泉交流会」をきっかけに
「大熊町いわき会」が立ち上がりました

私
た
ち
大
熊
町
復
興
支
援
員
い
わ
き
チ
ー
ム

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
担
当
）
は
、
町
役
場
い
わ

き
出
張
所
２
階
の
事
務
所
を
拠
点
に
、
い
わ
き
市

浜
通
り
北
部
・
茨
城
県
北
部
に
避
難
さ
れ
て
い
る

大
熊
町
民
の
皆
様
の
“
絆
づ
く
り
”
の
お
手
伝
い

を
し
て
い
ま
す
。

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
」
と
言
わ
れ
て
も
ピ
ン

と
こ
な
い
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
活
動
の
基

本
は
町
民
の
皆
様
の
お
話
を
伺
う
こ
と
。

四
千
人
以
上
の
町
民
の
方
が
避
難
し
て
い
る
い

わ
き
市
で
さ
え
、「
誰
が
ど
こ
に
い
る
の
か
…
」

と
い
う
声
を
た
び
た
び
耳
に
し
ま
す
。
そ
こ
で
、

町
民
同
士
が
出
会
い
、
再
会
す
る
場
と
し
て
、
交

流
会
を
開
催
。
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
町
民
に
よ

る
“
自
主
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
”
を
立
ち
上
げ
、
避
難

先
で
も
町
民
同
士
の
“
絆
”
を
強
め
て
い
く
、
そ

う
い
っ
た
皆
様
の
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
を
進
め
て
い

ま
す
。

ま
た
、
大
熊
町
な
ら
で
は
の
文
化
活
動
に
つ
い

て
も
熱
烈
応
援
中
で
す
。「
伝
統
芸
能
を
復
活
さ

せ
た
い
！
」「
も
っ
と
サ
ー
ク
ル
活
動
を
盛
り
上

げ
た
い
！
」
と
い
う
ア
イ
デ
ア
を
お
持
ち
の
あ
な

た
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

町
民
の
皆
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
が
あ
っ
て
こ
そ
の
、

私
た
ち
復
興
支
援
員
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
さ
ら

に
お
話
し
を
い
っ
ぱ
い
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

議会だよりに ご意見・ご要望 を
お寄せください

傍聴に来てください
９月定例会は10日からの予定です

役場２階議場前で簡単な説明を受け
気軽に傍聴できます

詳しくは大熊町議会（☎0242-26-3844）まで
お問い合わせください


